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先
ず
は
平
素
よ
り
当
京
都
府
本
部
の
活
動
に
対
し

ま
し
て
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
衷
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
本
部
で
は
、
平
成
十
三
年
よ
り
沖
縄
県
宜
野
湾
市

嘉
数
の
丘
に
あ
る
「
京
都
の
塔
」
に
て
京
都
府
出
身
英

霊
の
慰
霊
祭
を
、
ま
た
平
成
十
六
年
よ
り
京
都
府
戦
歿

英
霊
追
悼
慰
霊
祭
、
平
成
十
七
年
よ
り
は
靖
國
神
社
に

お
け
る
京
都
府
出
身
英
霊
の
慰
霊
祭
を
、
そ
れ
ぞ
れ
コ

ロ
ナ
禍
の
中
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
斎
行
し
、
英
霊
顕

彰
お
よ
び
慰
霊
追
悼
の
誠
を
捧
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

扨
、
本
年
六
月
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
、
即
位
後
始

め
て
国
際
親
善
を
目
的
と
し
た
外
国
訪
問
と
し
て
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
御
訪
問
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
折
、
オ
ラ

ン
ダ
と
の
独
立
戦
争
で
戦
死
さ
れ
た
残
留
日
本
兵
ら
を

葬
っ
た
カ
リ
バ
タ
英
雄
墓
地
に
慰
霊
参
拝
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
両
陛
下
は
、
慰
霊
碑
に
向
か
い
二
分
程
の

黙
祷
の
後
、
花
を
手
向
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
慰
霊
へ

の
真
摯
な
御
姿
勢
は
、
昭
和
天
皇
、
上
皇
陛
下
の
御
姿

勢
を
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

戦
後
昭
和
天
皇
は
、
昭
和
四
十
六
年
よ
り
全
国
巡

幸
を
行
わ
れ
ま
し
た
。
戦
争
に
よ
っ
て
多
く
の
地
域

が
未
曾
有
の
被
害
を
受
け
た
事
に
対
し
、
激
励
の
意

味
で
の
巡
幸
で
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
が
戦
禍

に
よ
り
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
言
い
換
え
れ
ば
、

昭
和
天
皇
は
慰
霊
の
旅
を
な
さ
っ
て
い
た
と
も
言
え

ま
す
。
た
だ
、
戦
後
米
国
の
施
政
権
下
に
あ
り
、
昭

和
四
十
七
年
ま
で
日
本
国
に
返
還
さ
れ
な
か
っ
た
沖

縄
に
は
、
遂
に
行
幸
し
得
な
か
っ
た
こ
と
は
非
常
に

残
念
な
御
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
拝
察
致

し
ま
す
。
こ
の
御
気
持
ち
を
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
は

引
き
継
が
れ
、
即
位
後
平
成
五
年
に
沖
縄
に
行
幸
啓

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
行
幸
啓
は
、
慰
霊
が
第
一
の

目
的
で
す
が
、
沖
縄
の
神
に
先
人
達
の
気
持
ち
、
立

ち
直
ろ
う
と
す
る
思
い
に
対
す
る
加
護
を
願
う
祈
り

で
あ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。
日
本
に
は
地

域
〳
〵
の
神
様
が
存
在
し
、
そ
の
神
様
に
そ
の
場
所

で
お
願
い
す
る
事
が
大
変
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
お

気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
も
、
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
に
あ
ら
れ
て
は
、

先
の
大
戦
の
戦
跡
で
あ
る
硫
黄
島
、
サ
イ
パ
ン
、
パ
ラ

オ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
御
訪
問
に
な
り
、
慰
霊
の
旅
を
続

け
ら
れ
ま
し
た
。
と
く
に
戦
後
六
十
年
の
年
の
サ
イ
パ

ン
へ
の
御
訪
問
は
、
国
か
ら
の
要
請
に
よ
る
親
善
訪
問

と
は
趣
が
異
な
り
、
戦
争
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

を
慰
霊
し
、
平
和
を
祈
願
す
る
為
の
御
訪
問
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
御
意
志
が
、
現
在
の
天

皇
皇
后
両
陛
下
に
引
き
継
が
れ
、
先
に
述
べ
た
御
慰
霊

に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

当
本
部
事
業
の
一
つ
で
あ
る
、
沖
縄
「
京
都
の
塔
」

で
の
慰
霊
祭
に
併
せ
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
戦
跡
を
訪
ね

神 道 政 治 連 盟 京 都 府 本 部
副本部長　室　川　喜　幸
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て
来
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
平
和
教
育
の
名
の
も
と
本

土
か
ら
多
く
の
修
学
旅
行
生
が
来
島
し
て
お
り
、
数
々

の
ガ
マ
（
壕
）
等
で
の
戦
時
中
の
体
験
を
ガ
イ
ド
の
方

達
が
説
明
を
し
て
い
る
姿
に
幾
度
か
遭
遇
し
た
事
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
説
明
は
、
総
じ
て
「
沖
縄
戦
は
無
謀
な

戦
い
で
あ
り
、
島
民
は
根
こ
そ
ぎ
動
員
さ
れ
、
捨
て
石

の
様
に
戦
わ
さ
れ
、
悲
惨
な
戦
い
で
あ
っ
た
」
と
い
っ

た
趣
旨
の
説
明
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
日
本
の
将
来

を
背
負
う
若
者
へ
の
説
明
が
、
そ
れ
だ
け
で
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。
実
際
に
戦
っ
た
人
達
は
守
り
た
い
も
の
が

あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
父
母
兄
弟
を
は
じ
め
と
す

る
家
族
で
あ
り
、
愛
す
る
人
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
命
を
投
げ
打
っ
て
で
も
、
祖
国
防
衛
の
礎
と
な

る
と
い
う
気
持
ち
で
戦
い
に
身
を
投
じ
た
は
ず
で
す
。

そ
れ
を
、
簡
単
に
「
無
謀
で
悲
惨
な
戦
い
」
だ
け
で
済

ま
し
て
も
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
戦
い
に
身
を
投
じ
た

方
々
の
思
い
か
ら
は
、
非
常
に
か
け
離
れ
て
い
る
と
思

う
の
で
す
。
沖
縄
を
始
め
各
戦
地
で
戦
わ
れ
た
方
々
、

ま
た
日
本
と
い
う
国
を
命
懸
け
で
護
っ
た
方
々
の
気
持

ち
を
顧
み
る
教
育
を
、
今
後
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
感
じ
ま
す
。

二
年
後
、
令
和
七
年
に
は
戦
後
八
十
年
を
迎
え
ま

す
。
戦
争
体
験
者
の
方
、
元
兵
士
の
方
は
、
若
い
方
で

も
九
十
代
半
ば
を
迎
え
、
百
歳
を
超
え
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
終
戦
時
に
子
供
で
空
襲
の
記
憶
が
あ
る

と
い
う
方
は
ま
だ
お
ら
れ
ま
す
が
、
戦
場
体
験
者
は
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
時
代
に
、
先
の
大
戦

を
語
り
継
ぐ
必
要
は
大
変
重
要
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

硫
黄
島
、
沖
縄
等
に
て
戦
わ
れ
た
方
々
に
対
し
、
無
謀

な
戦
い
を
強
い
ら
れ
た
、
ま
た
「
お
国
の
た
め
に
死
に

ま
す
」
と
い
う
表
現
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
何
故
彼

ら
は
必
死
に
な
っ
て
自
分
の
命
を
投
げ
出
し
て
ま
で
戦

い
抜
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
思
い
を
致
さ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
私
は
、
自
分
の
命
を
投
げ
出
し
て
で
も
愛
す
る

人
達
を
守
り
た
い
と
い
う
こ
と
と
、
日
本
と
い
う
祖
国

を
守
る
事
は
同
じ
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
日
本
と
い
う
国

が
存
在
す
る
事
と
一
つ
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

先
の
大
戦
に
於
い
て
、
英
霊
た
ち
の
戦
い
が
有
っ

た
か
ら
こ
そ
今
の
日
本
が
あ
る
の
で
す
。
一
億
二
千
万

人
の
平
和
な
暮
ら
し
は
、
こ
の
人
達
の
お
か
げ
に
よ
り

今
日
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
事
を
、
二
年
後
に

控
え
る
戦
後
八
十
年
の
節
目
に
向
け
て
改
め
て
考
え
直

し
、
今
の
時
代
な
ら
で
は
の
あ
り
方
を
、
史
実
を
も
っ

て
語
り
継
い
で
い
く
事
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。神

道
政
治
連
盟
京
都
府
本
部
で
は
、
今
後
も
英
霊
顕

彰
お
よ
び
慰
霊
追
悼
の
誠
を
捧
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

の
活
動
を
通
し
国
を
思
う
気
持
ち
を
再
認
識
し
、
よ
り

良
い
日
本
国
の
在
り
方
を
導
き
出
せ
れ
ば
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。
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「
京
都
府
知
事
大
嘗
祭
参
列
違
憲
訴
訟
」
に
思
う

皇
位
継
承
の
重
要
祭
祀
、
大
嘗
祭
の
中
心
儀

式
で
あ
る
、
大
嘗
宮
の
儀
な
ど
に
西
脇
隆
俊
知

事
ら
が
公
務
と
し
て
参
列
し
た
の
は
、
憲
法
の
政

教
分
離
の
原
則
に
違
反
す
る
と
し
て
、
公
費
約

三
十
九
万
円
の
返
還
を
知
事
に
求
め
る
訴
訟
が
、

京
都
地
裁
に
提
訴
さ
れ
て
い
る
。
訴
状
に
よ
る
と
、

南
丹
市
で
の
斎
田
抜
穂
の
儀
や
大
嘗
宮
の
儀
に
参

列
し
、
給
与
や
旅
費
は
公
費
で
支
払
わ
れ
た
が
、

知
事
ら
地
方
公
務
員
が
宗
教
儀
式
に
関
与
し
、
公

金
を
支
出
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
政
教
分
離
に
反

す
る
と
主
張
し
て
い
る
。

大
嘗
祭
は
、
皇
位
継
承
に
際
し
最
も
重
要
と
さ
れ

る
儀
式
で
、
七
世
紀
後
半
以
降
一
時
的
に
中
断
を
挟

み
な
が
ら
も
、歴
代
天
皇
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
き
た
。

五
穀
豊
穣
を
祈
念
し
、
国
の
繁
栄
と
国
民
の
安
寧
を

祈
る
と
い
う
、
ま
さ
に
天
皇
と
国
民
と
を
繋
ぐ
祭
儀

で
あ
る
。

皇
位
継
承
儀
式
の
剣
璽
渡
御
の
儀
（
剣
璽
等
承
継

の
儀
）・
即
位
礼
正
殿
の
儀
は
、
天
皇
即
位
と
そ
の

正
統
性
を
国
内
外
に
宣
明
さ
れ
る
儀
式
で
あ
る
が
、

大
嘗
祭
は
こ
れ
ら
の
儀
典
と
は
異
な
り
、
天
皇
と
民

が
稲
作
を
媒
介
と
し
て
繋
が
り
、
日
本
人
と
し
て
の

同
一
性
を
御
代
毎
に
確
か
め
る
祭
儀
な
の
で
あ
る
。

近
年
は
国
内
で
も
災
害
が
続
く
が
、
国
民
の
平
穏

を
願
う
思
い
を
、
天
皇
が
祭
り
主
と
し
て
皇
祖
皇
宗

に
祈
る
と
こ
ろ
に
も
意
味
が
あ
る
。
宮
内
庁
は
内
容

を
公
開
し
て
い
な
い
が
、
陛
下
が
祈
ら
れ
る
大
嘗
祭

の
御
告
文
で
は
、
自
然
災
害
を
被
ら
な
い
よ
う
祈
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
東
北
地
方
を
襲
っ

た
貞
観
地
震
（
貞
観
十
一
年
・
八
六
九
年
）
の
際
、

当
時
の
清
和
天
皇
が
救
済
の
た
め
の
詔
を
出
さ
れ
た

慣
例
も
あ
り
、
被
災
者
へ
の
大
御
心
は
今
回
の
御
告

文
の
内
容
に
も
継
承
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

裁
判
を
傍
聴
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
原
告
の
殆
ど

が
何
ら
か
の
宗
教
に
属
し
て
い
る
人
達
で
あ
る
よ
う

な
気
が
し
た
。
我
が
国
で
は
、
古
代
か
ら
八
百
万
の

神
々
を
崇
拝
し
、
祖
先
に
対
す
る
祭
祀
を
重
視
す
る

神
道
の
精
神
が
根
付
い
て
お
り
、
さ
ら
に
、
異
な
る

文
化
や
思
想
を
も
受
け
入
れ
る
包
容
性
を
有
し
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
寛
容
の
精
神
を
持
ち
つ
つ
、
天
皇

の
下
で
国
民
が
一
致
団
結
し
て
国
を
発
展
さ
せ
て
き

た
事
実
を
、
原
告
ら
は
お
忘
れ
に
な
っ
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
。

参
考
ま
で
に
「
鹿
児
島
大
嘗
祭
訴
訟
最
高
裁
判

決
」
を
掲
載
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
皇
室
と
の
所
縁
が

深
い
京
都
の
地
で
違
憲
性
を
匂
わ
す
判
決
が
出
な
い

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。
判
決
は
令
和
六
年
二

月
七
日
、
京
都
地
方
裁
判
所
に
て
言
い
渡
さ
れ
る
。

本
部
長
　
梶
　
　
道
　
嗣
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  鹿児島大嘗祭訴訟最高裁判決
主     文

本件上告を棄却する。                    
上告費用は上告人の負担とする。

理     由
（中略） 憲法は、明治維新以降、国家と神道が密接に結び付き種々の弊害を生じたことにかんがみ、新

たに信教の自由を無条件に保障することとし、更にその保障を一層確実なものとするため（中略）いわゆ
る政教分離の原則に基づく諸規定 ( 以下「政教分離規定」という。) を設けた。政教分離規定は、いわゆ
る制度的保障の規定であって、信教の自由そのものを直接保障するものではなく、国家と宗教との分離を
制度として保障することにより、間接的に信教の自由の保障を確保しようとするものである。そして、憲
法の政教分離規定の基礎となり、その解釈の指導原理となる政教分離原則は、国家が宗教的に中立である
ことを要求するものではあるが、国家が宗教とのかかわり合いを持つことを全く許さないとするものでは
なく、宗教とのかかわり合いをもたらす行為の目的及び効果にかんがみ、そのかかわり合いが、我が国の
社会的、文化的諸条件に照らし、信教の自由の保障の確保という制度の根本目的との関係で相当とされる
限度を超えるものと認められる場合にこれを許さないとするものであると解すべきである。

このような政教分離原則の意義に照らすと、憲法 20 条 3 項にいう宗教的活動とは、およそ国及びその
機関の活動で宗教とのかかわり合いを持つすべての行為を指すものではなく、そのかかわり合いが上記に
いう相当とされる限度を超えるものに限られるというべきであって、当該行為の目的が宗教的意義を持ち、
その効果が宗教に対する援助、助長、促進又は圧迫、干渉等になるような行為をいうものと解すべきであ
る。そして、ある行為が上記にいう宗教的活動に該当するかどうかを検討するに当たっては、当該行為の
外形的側面のみにとらわれることなく、当該行為の行われる場所、当該行為に対する一般人の宗教的評価、
当該行為者が当該行為を行うについての意図、目的及び宗教的意識の有無、程度、当該行為の一般人に与
える効果、影響等、諸般の事情を考慮し、社会通念に従って、客観的に判断しなければ ならない ( 中略）。

そこで、以上の見地に立って、本件について検討する。原審が適法に確定した事実関係によれば、大
嘗祭は、天皇が皇祖及び天神地祇に対して安寧と五穀豊穣等を感謝するとともに国家や国民のために安寧
と五穀豊穣等を祈念する儀式であり、神道施設が設置された大嘗宮において、神道の儀式にのっとり行わ
れたというのであるから、鹿児島県知事である被上告人がこれに参列し拝礼した行為は、宗教とかかわり
合いを持つものである。

しかしながら、原審が適法に確定した事実関係によれば、(1) 大嘗祭は、7 世紀以降、一時中断された
時期はあるものの、皇位継承の際に通常行われてきた皇室の重要な伝統儀式である、(2) 被上告人は、宮
内庁から案内を受け、三権の長、 国務大臣、各地方公共団体の代表等と共に大嘗祭の一部を構成する悠紀
殿供饌の儀に参列して拝礼したにとどまる、(3) 大嘗祭への被上告人の参列は、地方公共団体の長という
公職にある者の社会的儀礼として、天皇の即位に伴う皇室の伝統儀式に際し、日本国及び日本国民統合の
象徴である天皇の即位に祝意を表する目的で行われたものであるというのである。【要旨】これらの諸点
にかんがみると、被上告人の大嘗祭への参列の目的は、天皇の即位に伴う皇室の伝統儀式に際し、日本国
及び日本国民統合の象徴である天皇に対する社会的儀礼を尽くすものであり、その効果も、特定の宗教に
対する援助、助長、促進又は圧迫、干渉等になるようなものではないと認められる。したがって、被上告
人の大嘗祭への参列は、宗教とのかかわり合いの程度が我が国の社会的、文化的諸条件に照らし、信教の
自由の保障の確保という制度の根本目的との関係で相当とされる限度を超えるものとは認められず、憲法
上の政教分離原則及びそれに基づく政教分離規定に違反するものではないと解するのが相当である。

 以上の点は、前掲各大法廷判決の趣旨に徴して明らかというべきである。これと同旨の原審の判断は、
正当として是認することができ、原判決に憲法 20 条 1 項、3 項の解釈の誤りはない。（中略） 

よって、裁判官全員一致の意見で、主文のとおり判決する。     
最高裁判所第一小法廷 ( 裁判長裁判官 深澤武久 裁判官 井嶋一友 裁判官 藤井正雄 裁判官 町田  顯 裁

判官 横尾和子 )

参考
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本
年
一
月
二
日
、
宮
中
新
年
参
賀
に
お
い
て
畏
く
も
天
皇
陛
下
よ
り
「
こ
の
三

年
近
く
に
わ
た
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
皆
さ

ん
に
は
多
く
の
ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
三
年
の
月
日
を
経
て
、
今

日
、
こ
う
し
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
新
年
を
祝
う
こ
と
を
誠
に
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。」
と
の
誠
に
有
り
難
い
お
言
葉
を
賜
わ
っ
た
。
常
に
国
民
に
心
を
寄
せ
ら
れ
、

祈
ら
れ
る
大
御
心
を
拝
し
、
今
一
度
、
我
が
国
に
天
皇
陛
下
を
戴
く
こ
と
の
有
り

難
さ
を
心
に
刻
み
、
悠
久
の
歴
史
の
中
で
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
万
世
一
系

の
皇
位
の
護
持
に
向
け
、
決
意
を
新
た
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
皇
統
に
属
す
る

男
系
男
子
の
養
子
縁
組
等
を
可
能
と
す
る
法
整
備
に
向
け
た
早
期
対
応
を
働
き
か

け
る
と
共
に
、
皇
位
が
二
千
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
皇
統
に
属
す
る
男
系
男

子
の
子
孫
に
よ
っ
て
一
度
の
例
外
も
無
く
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
歴
史
的
意
義

に
つ
い
て
、
府
民
に
対
し
更
に
一
層
、
幅
広
く
啓
発
し
て
い
く
。

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
は
停
戦
の
目
処
が
立
た
な
い
ま
ま
長
期
戦
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
が
、「
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
」
事
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
る
。
我
が
国
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
場
所
で
の
戦
争
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で

も
我
が
国
で
は
物
の
値
段
は
軒
並
み
上
が
り
、
国
民
生
活
に
様
々
な
支
障
を
来
し

て
い
る
。
我
が
国
周
辺
に
お
い
て
も
何
時
、
戦
争
が
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
無

い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
北
朝
鮮
が
日
本
海
に
向
け
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
繰
り
返

し
行
っ
て
い
る
こ
と
を
始
め
、
中
国
は
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
へ
の
侵
犯
を
繰
り
返

し
、
台
湾
統
一
を
目
指
し
て
武
力
侵
攻
を
も
辞
さ
な
い
構
え
を
見
せ
て
い
る
。
も

し
、
台
湾
を
巡
る
米
中
の
対
決
が
現
実
の
も
の
と
な
れ
ば
、
我
が
国
へ
の
影
響
は

避
け
ら
れ
ず
、
物
価
高
騰
だ
け
で
は
済
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
大
規
模
自
然

災
害
の
発
生
や
世
界
規
模
の
伝
染
病
の
流
行
、
社
会
秩
序
と
国
民
生
活
に
深
刻
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
へ
の
敏
速
な
対
応
を
可
能
と
す
る
緊
急
事
態
条
項
の
創

設
も
急
務
と
な
っ
て
き
た
。
我
々
は
こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
、
衆
参
憲
法
審
査
会
で

の
議
論
を
加
速
さ
せ
て
、憲
法
改
正
案
の
速
や
か
な
国
会
発
議
を
強
く
働
き
か
け
、

来
る
国
民
投
票
へ
の
準
備
も
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

選
択
的
夫
婦
別
氏
（
姓
）
制
度
を
め
ぐ
る
問
題
を
始
め
、
性
的
少
数
者
へ
の
理

解
増
進
法
案
や
同
性
婚
の
容
認
を
め
ぐ
る
問
題
、
ま
た
子
供
の
権
利
保
障
を
め
ぐ

る
問
題
等
も
注
視
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
が
国
の
良
き
伝
統
に
基
づ
く
家

族
と
社
会
生
活
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
諸
問
題
の
本
質
に
つ
い
て
更
に
理
解

を
深
め
、
そ
の
対
処
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

本
年
四
月
、
統
一
地
方
選
挙
が
執
り
行
わ
れ
、
京
都
府
議
会
・
京
都
市
会
で
は

何
と
か
第
一
党
を
確
保
す
る
も
、
幾
人
か
の
同
志
議
員
は
涙
を
飲
む
結
果
と
な
っ

た
。
日
本
維
新
の
会
の
躍
進
の
波
は
大
阪
だ
け
に
は
止
ま
ら
ず
、
ど
う
や
ら
京
都

に
も
や
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
本
年
度
は
京
都
市
長
選
を
始
め
、数
々
の
首
長
・

議
会
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
連
綿
と
続
く
我
が
国
の
歴
史
と
伝
統
に
基
づ
い

た
真
の
国
家
の
再
興
を
目
指
す
に
は
同
志
議
員
を
一
人
で
も
多
く
、
市
・
町
・
村

政
の
場
に
送
り
出
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
目
下
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
は
自
民

党
京
都
府
連
、
京
都
府
議
会
・
京
都
市
会
神
道
議
員
連
盟
、
日
本
会
議
京
都
等
、

関
係
・
友
好
諸
団
体
と
の
連
携
を
一
層
に
密
に
し
な
が
ら
、
今
一
度
、
そ
の
使
命

と
役
割
を
再
認
識
し
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。

令
和
五
年
六
月
十
九
日
開
催

第
一
回
代
議
員
会
に
て
承
認

（

（
令
和
四
年
度 

活
動
方
針
及
び
活
動
計
画

活
動
方
針
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継
続
事
業

①
五
十
周
年
記
念
事
業

・
記
念
誌
の
発
行

推
進
事
業

①
皇
室
の
尊
厳
護
持
運
動

・『
皇
室
』
の
購
読
推
進

・
万
世
一
系
の
皇
室
の
伝
統
を
護
持
す
る
べ
く
、
男
系
男
子
孫
に
よ
る
皇
位
継
承

有
資
格
者
の
確
保
に
向
け
た
国
民
へ
の
理
解
と
世
論
形
成
に
鋭
意
取
り
組
む
。

②
英
霊
顕
彰
並
び
に
慰
霊

・
京
都
府
戦
没
英
霊
追
悼
慰
霊
祭
の
斎
行
（
十
一
月
）

・
沖
縄
京
都
の
塔
慰
霊
参
拝
団
に
よ
る
英
霊
追
悼
行
事
の
遂
行
（
十
二
月
）

・
靖
國
神
社
に
お
け
る
京
都
府
出
身
戦
没
者
慰
霊
祭
の
斎
行
（
三
月
）

③
会
員
大
会
の
開
催

・（
六
月
）

④
選
挙
に
向
け
た
取
り
組
み

　
・
井
手
町
長
選
挙
（
八
月
）・
向
日
市
議
会
選
挙
（
八
月
）・
亀
岡
市
長
選
挙
（
十

月
）・
精
華
町
長
選
挙
（
十
月
）・
八
幡
市
長
選
挙
（
十
一
月
）・
南
山
城
村

議
会
選
挙
（
三
月
）・
南
山
城
村
長
選
挙
（
六
月
）・
京
都
市
長
選
挙
（
二
月
） 

・
笠
置
町
長
選
挙
（
三
月
）・
和
束
町
長
選
挙
（
四
月
）・
京
丹
後
町
議
会
選

挙
（
五
月
）・
京
丹
波
町
長
選
挙
（
五
月
）・
福
知
山
市
長
選
挙
（
六
月
）

⑤
憲
法
改
正
に
関
わ
る
情
宣
活
動

・
京
都
選
挙
区
自
民
党
衆
参
両
議
員
、
京
都
府
議
会
・
京
都
市
会
神
道
議
員
連
盟
、

日
本
会
議
京
都
、
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
作
る
京
都
府
民
の
会
と
連
携
し
た
活

動
を
展
開
す
る
。（
未
定
）

・
憲
法
改
正
問
題
の
正
し
い
情
報
を
得
る
た
め
の
講
演
会
の
開
催
。（
未
定
）

・
京
都
の
躾
を
か
た
る
女
性
の
会
と
連
携
し
、
女
性
の
意
識
向
上
に
向
け
て
の
方

策
に
取
り
組
む
。

⑥
夫
婦
別
氏
（
姓
）
制
等
、
家
族
制
度
改
変
問
題
へ
の
対
応

・
家
族
の
絆
を
破
壊
す
る
夫
婦
別
氏
（
姓
）
制
に
つ
い
て
は
要
望
者
に
は
通
称
使

用
を
促
し
、
社
会
制
度
と
し
て
は
同
氏
制
を
維
持
し
て
通
称
使
用
の
拡
大
化
で

対
処
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

⑦
会
報
『
清
政
』
の
発
行

（
十
二
月
、
六
月
の
年
二
回
発
行
）

⑧
機
関
紙
「
せ
い
せ
い
瓦
版
」
の
発
行

（
適
宜
）
来
る
国
民
投
票
に
向
け
て
の
憲
法
改
正
の
必
要
性
を
訴
え
る
。

⑨
広
報
事
業
の
充
実

・
時
局
に
応
じ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
。

・『
清
政
』『
せ
い
せ
い
瓦
版
』
等
、
時
局
問
題
を
敏
速
に
掲
載
。
会
員
世
論
の
喚

起
を
促
す
。

・
京
都
の
躾
を
か
た
る
女
性
の
会
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
随
時
更
新
。
活
動
の
充

実
を
目
指
す
。

⑩
会
員
の
増
強

・
支
部
と
の
連
携
の
下
、
組
織
拡
充
・
拡
大
に
努
め
、
京
都
の
躾
を
か
た
る
女
性

の
会
と
も
連
携
、
若
い
世
代
や
女
性
を
中
心
と
し
た
会
員
増
強
を
図
る
。

・
政
策
推
進
に
資
す
る
た
め
青
年
隊
組
織
の
充
実
を
図
り
、
問
題
発
生
時
に
は
必

要
に
応
じ
て
早
急
に
対
処
す
る
。

⑪
関
係
団
体
と
の
協
力

・
京
都
府
神
社
庁
の
関
係
団
体
を
は
じ
め
、
英
霊
に
こ
た
え
る
会
、
日
本
会
議

京
都
、
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
京
都
府
民
の
会
、
京
都
の
躾
を
か
た

る
女
性
の
会
、
京
都
選
挙
区
自
民
党
衆
参
両
議
員
、
京
都
府
議
会
・
京
都
市

会
両
神
道
議
員
連
盟
と
の
連
携
を
深
め
、
憲
法
改
正
運
動
へ
の
協
力
事
業
を

推
進
す
る
。
併
せ
て
京
都
府
内
の
遺
族
会
に
も
お
声
が
け
を
し
、
京
都
府
戦

没
英
霊
追
悼
慰
霊
祭
、
靖
國
神
社
に
お
け
る
京
都
府
出
身
戦
没
者
慰
霊
祭
、

沖
縄
京
都
の
塔
慰
霊
参
拝
団
へ
の
参
列
・
参
加
を
呼
び
か
け
る
。

・
京
都
府
議
会
・
京
都
市
会
両
神
道
議
員
連
盟
と
の
懇
談
会
の
開
催
。

（
一
部
抜
粋
）

活
動
計
画
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第
一
部 

■
　
式
　
典
　
■

と
　
き
：
令
和
五
年
七
月
二
十
日

と
こ
ろ
：
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

第
三
十
六
回
　
会  

員  

大  

会

第
三
十
六
回
神
道
政
治
連
盟
京
都
府
本
部
会
員
大

会
が
去
る
七
月
二
十
日
、
多
く
の
ご
来
賓
を
始
め
約

百
六
十
名
の
関
係
者
が
出
席
し
て
、
厳
粛
裡
に
開
催
さ

れ
た
。

第
一
部
式
典
は
、
稲
本
副
幹
事
長
の
司
会
に
よ
り
進

め
ら
れ
、
先
ず
初
め
に
梶
本
部
長
に
合
わ
せ
て
国
旗
儀

礼
を
行
い
、
後
藤
副
本
部
長
の
開
会
の
辞
、
神
宮
遙
拝
、

国
歌
斉
唱
と
続
き
、
梶
本
部
長
が
「
教
育
勅
語
」
を
厳

か
に
奉
読
し
た
後
、参
加
者
全
員
で
綱
領
を
唱
和
し
た
。

梶
本
部
長
の
式
辞
で
は
、
先
ず
初
め
に
本
日
出
席

い
た
だ
い
た
来
賓
各
位
及
び
会
員
関
係
者
に
謝
意
を
述

べ
、
ま
だ
ま
だ
尾
を
引
く
コ
ロ
ナ
禍
中
で
あ
る
の
で
、

大
会
の
時
間
短
縮
の
た
め
、
式
典
及
び
懇
親
会
の
み
の

構
成
に
し
た
こ
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
先
日
行

わ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
多
く
の
支
持
を
頂
い
た

こ
と
に
謝
意
を
述
べ
、
こ
の
先
本
年
度
事
業
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
の
挨
拶
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

次
に
、
令
和
四
年
度
功
績
者
表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
、
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第
二
部 

■ 

懇
　
親
　
会 

■

第
一
部
式
典
に
引
き
続
き
、
会
場
を
移
し
て
第
二

部
の
懇
親
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

進
行
は
、
当
本
部
谷
口
み
ゆ
き
組
織
委
員
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
、
先
ず
初
め
に
当
本
部
監
査
委
員
で
あ

り
京
丹
後
市
議
会
議
員
・
竹
野
神
社
櫻
井
祐
策
禰
宜

の
開
宴
の
辞
に
続
き
、
神
道
政
治
連
盟
大
阪
本
部
衛

藤
恭
本
部
長
の
ご
発
声
に
よ
り
乾
杯
が
お
こ
な
わ
れ

た
。昨

年
の
懇
親
会
で
は
、
隣
席
と
の
間
に
ア
ク
リ
ル

亀
岡
支
部
篠
葉
神
社 

桂
武
彦
宮
司
が
表
彰
の
栄
に
浴

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
当
日
生
憎
ご
欠
席
で
あ
っ

た
た
め
、
同
支
部
大
橋
支
部
長
が
代
理
と
し
て
表
彰
状

を
受
け
取
ら
れ
た
。

次
に
、
来
賓
が
紹
介
さ
れ
、
来
賓
を
代
表
し
神
道
政

治
連
盟
打
田
文
博
会
長
、
京
都
府
神
社
庁
林
秀
俊
副
庁

長
、
勝
目
康
衆
議
院
議
員
、
吉
井
章
参
議
院
議
員
、
京

都
府
神
道
議
員
連
盟
渡
辺
邦
子
幹
事
、
京
都
市
会
神
道

議
員
連
盟
山
本
恵
一
副
会
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
鄭
重
な
る

祝
辞
を
頂
い
た
。

祝
電
披
露
の
後
、
藤
森
幹
事
長
よ
り
会
務
報
告
が
な

さ
れ
、室
川
副
本
部
長
の
閉
会
の
辞
、国
旗
儀
礼
を
も
っ

て
、
第
一
部
式
典
の
部
を
終
了
し
た
。

板
が
設
置
さ
れ
、
お

酌
も
禁
止
さ
れ
た
寂

し
い
懇
親
会
で
あ
っ

た
が
、
今
年
は
ア
ク

リ
ル
板
も
撤
去
さ

れ
、
注
意
は
し
な
が

ら
も
例
年
通
り
の
賑
や
か
な
懇
親
会
と
な
っ
た
。
過

ぎ
ゆ
く
時
間
も
忘
れ
、
和
や
か
に
楽
し
く
宴
は
進
み
、

気
が
付
け
ば
閉
宴
の
時
間
と
な
り
、
京
都
府
神
社
庁

鳥
居
肇
副
庁
長
の
閉
宴
の
辞
に
よ
り
懇
親
会
の
幕
を

閉
じ
た
。		



　
　（
堀
川
副
幹
事
長
）



京
都
府
議
会

兎
本
和
久
先
生

京 都 市 会 神 道 議 員 連 盟
京 都 府 神 道 議 員 連 盟 会員の

ご紹介

神
道
政
治
連
盟
京
都
本
部
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り

並
々
な
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
こ

と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
の
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の

先
人
た
ち
が
様
々
な
苦
難
を
乗
り
越

え
、
脈
々
と
培
っ
て
き
た
「
伝
統
」

「
文
化
」「
風
習
」
な
ど
に
基
づ
く
「
こ

の
国
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
い

う
〝
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
や
自
信
〟

忘
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
世
界
的
な
新
型
感
染
症
の
流
行
や

経
済
不
況
、
武
力
紛
争
と
い
っ
た
「
危
機
的
状
況
」
に
直
面
し
て
い
る

今
だ
か
ら
こ
そ
、
わ
た
し
た
ち
「
日
本
人
」
は
そ
の
誇
り
と
自
信
を
取

り
戻
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
国
内
に
お
い
て
も
、
地
域
、
世
代
、
家
族
間
な
ど
の
交
流
ま
で

も
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
人
や
そ
の
感
情
の
居
場
所
や
行
き
場
の
な
い

「
閉
鎖
し
た
場
所
」
と
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
故
に
、
青
少
年
が
加
害

者
や
被
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
犯
罪
の
増
加
や
学
級
崩
壊
、
家
庭
崩
壊
、

ひ
き
こ
も
り
な
ど
多
数
の
社
会
問
題
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
が
目
指
す
社
会
は
「
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
が
健
全
に
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
ら
の
人
生
を
自
由
に
開
拓
し
、
生
き
生
き
と

し
た
人
生
を
歩
め
る
社
会
」
で
あ
り
、
ま
さ
に
神
道
政
治
連
盟
の
皆
様

方
が
『
基
本
理
念
』
と
す
る
「
家
族
を
大
切
に
し
、
道
徳
心
や
豊
か
な

感
受
性
を
育
み
、
子
ど
も
た
ち
が
未
来
に
希
望
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る

社
会
」
を
実
現
す
る
事
だ
と
、
痛
切
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、御
指
導・御
鞭
撻
の
ほ
ど
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

神
道
政
治
連
盟
京
都
府
本
部
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
本
の

伝
統
と
国
柄
に
基
づ
き
国
土
と
国
民

を
守
り
、
家
族
の
絆
を
大
切
に
で
き

る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
選
挙
区
で
あ
る
木
津
川
市
・

相
楽
郡
の
南
山
城
と
呼
ば
れ
る
地
域

は
、
南
北
に
流
れ
る
木
津
川
に
育
ま

れ
た
自
然
豊
か
な
地
で
ご
ざ
い
ま
す
。
南
山
城
は
聖
武
天
皇
が
造
営
さ

れ
た
恭
仁
京
を
は
じ
め
『
延
喜
式
』
に
も
記
載
が
あ
る
由
緒
正
し
き
神

社
が
数
多
く
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
古
来
よ
り
皇
室
や
中
央
貴
族
と
は
非

常
に
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、貴
重
な
文
化
財
も
多
く
存
在
し
、

先
日
に
は
奈
良
国
立
博
物
館
・
東
京
国
立
博
物
館
に
お
い
て
南
山
城
地

域
の
社
寺
の
文
化
財
を
中
心
と
し
た
特
別
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

南
山
城
は
縄
文
時
代
以
前
よ
り
人
々
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
、
そ
れ
と

共
に
五
穀
豊
穣
を
祈
り
、
神
に
豊
作
を
感
謝
す
る
文
化
が
受
け
継
が
れ

て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
伝
統
を
評
価
さ
れ
、
相
楽
神
社
の
御
田
と
正
月

行
事
は
中
世
の
宮
座
祭
祀
の
あ
り
方
を
継
承
さ
れ
て
い
る
と
し
て
京
都

府
指
定
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方
、
我
々
を

取
り
巻
く
社
会
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題

の
深
刻
化
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
、
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
日
本
の
伝
統
や
文
化
を
守
り
、
皆

様
の
生
活
の
安
心
・
安
全
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
、
京
都
と
奈
良
を
結

ぶ
い
に
し
え
か
ら
連
綿
と
し
て
続
く
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
今
後
も

日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

京
都
市
会

道
端
弘
之
先
生

清政 75 号 9
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事務局からの活動報告
【令和５年７月から 11 月まで】

令和５年
7 月 5日	 教化委員会並び関係団体代表者懇話会 梶本部長出席〈於 京都府神社会館〉

7月 8日	 京都市会議員桜井泰広 防災研修会 梶本部長出席〈於 京都市国際交流会館〉

7月 20 日	 第 35 回会員大会 160 名出席〈於 リーガロイヤルホテル京都〉

 	 〃	 清政 74 号発行

7月 22 日	 丹波五支部連合会総会 梶本部長出席〈於 玉川楼〉

8月 3日	 京都市上支部総会並び総代会総会 梶本部長出席〈於 京都ブライトンホテル〉

8月 4日	 勝目やすし衆議院議員政経セミナー 小松副幹事長出席〈於 京都国際会館〉

8月 9日	 神道政治連盟役員会 梶本部長出席〈於 神社本庁〉

8月 15 日	 戦歿者追悼中央国民集会 靖國神社参拝〈於 靖國神社〉

8月 18 日	 丹後六支部連合会総会 梶本部長出席〈於 舞鶴グランドホテル〉

8月 19 日	 西田昌司参議院議員政経パーティー 後藤副本部長以下 5名出席〈於 ANAクラウンプラザホテル〉

9月 2日	 吉井章参議院議員政経セミナー 藤森幹事長出席〈於 ホテルグランヴィア京都〉

9月 3日	 山城四支部連合会総会 室川副本部長出席〈於 上井手区公民館〉

9月 5日	 監査委員会 梶本部長以下 7名出席〈於 八坂神社常磐新殿〉

  	 〃	 役員会 23 名出席 〈於 八坂神社常磐新殿〉

9月 8日	 大嘗祭参列違憲訴訟 第 12 回口頭弁論傍聴 中森事務局員傍聴〈於 京都地方裁判所〉

9月 18 日	 寺田一博京都市会議員を囲む会 梶本部長出席〈於 ANAクラウンプラザホテル〉

9月 21 日	 ありむら治子参議院議員 在職 20 年感謝の集い 梶本部長出席〈於 東京都市センターホテル〉

9月 22 日	 第 52 回 交通慰霊祭 梶本部長参列〈於 西陣織会館〉

9月 25 日	 綴喜支部総代会総会 梶本部長出席〈於 芦原温泉 清風荘〉

9月 27 日	 令和５年第２回定例代議員会 58 名出席〈於 京都府神社会館〉

	 〃	 第 49 回神職大会 梶本部長出席〈於 京都ブライトンホテル〉

10月 2日	 京都府神社庁神宮大麻暦頒布始奉告祭 関係者参列〈於 京都府神社会館〉

	 〃	 第 33 回神宮大麻頒布増強推進懇談会 関係者出席〈於 京都府神社会館〉

	 〃	 第 21 回神宮大麻実務者研修会 関係者出席〈於 京都府神社会館〉

10月 14 日	 日牟禮八幡宮名誉宮司・宮司就任祝賀会 梶本部長出席〈於 ホテルニューオウミ〉

10月 21 日	 第 29 回全國戦歿學徒追悼祭 室川副本部長参列〈於 若人の広場〉

10月 29 日	 京都市会議員桜井泰広君と左京区の未来を創る会総会 室川副本部長出席

	 	 	 	 	 	 	 	 〈於 ザ ･ プリンス京都宝ヶ池〉

11月 17 日	 京都府神社庁新嘗祭 梶本部長参列〈於 京都府神社会館〉

    	〃	 京都府神社庁事務連絡会 梶本部長出席〈於 京都府神社会館〉

11月 20 日	 洛北支部総代会総会 梶本部長出席〈於 京都ブライトンホテル〉

11月 21 日	 京都府戦没英霊追悼慰霊祭〈於 リーガロイヤルホテル京都〉

	 〃	 時局講演会  講師：明治神宮 国際神道文化研究所 主任研究員 打越孝明先生 

                	 　　　　　  演題：昭憲皇太后のご生涯～慈しみと慰霊の御心～

	 〃	 清政７５号発行

11月 26 日	 自民党京都府支部連合会政経文化懇談会  3 名出席  〈於 国立京都国際会館〉

11月 30 日	 京都府議会議員 石田宗久議長就任祝賀会  梶本部長出席  〈於 ザ プリンス京都宝ヶ池〉
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神道政治連盟京都府本部会報

　
表
紙
写
真
「
お
印
」
の
紹
介

　
皇
族
方
の
「
お
印
」
は
「
御
印
章
」
と

も
い
い
、
皇
族
の
方
々
お
一
人
お
ひ
と
り

の
身
の
回
り
の
品
々
を
区
別
す
る
た
め
に
、

目
印
と
し
て
付
け
ら
れ
る
、
い
わ
ば
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
で
、
男
性
は

樹
木
、
女
性
は
花
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
上
皇
陛
下
の
よ
う
に

漢
字
が
選
ば
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　
今
号
は
そ
の
上
皇
陛
下
の
「
榮
」
で
す
。

上
皇
陛
下
の
お
印
は
、
他
の
皇
族
方
と
は

異
な
る
漢
字
一
字
で
す
が
、「
榮
」
は
「
草

花
が
盛
ん
に
茂
る
様
子
」
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
別
の
意
味
と
し
て

「
桐
」
の
別
名
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
桐
」
の
花
言
葉
は
「
高
尚
」
で
あ
り
、
ま

さ
に
上
皇
陛
下
に
相
応
し
い
花
言
葉
で
す
。

ま
た
、
紋
章
と
し
て
は
「
五
七
の
桐
」
は
、

日
本
国
の
紋
章
と
し
て
、
菊
花
紋
に
準
じ

る
国
章
と
し
て
日
本
国
旅
券
な
ど
に
使
用

さ
れ
る
重
要
な
草
木
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
五
月
、
皇
室
の
御
入
洛
に
際
し
て
の
御
奉
送
迎
団
へ
、
久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
が
賀
茂
祭
を
御
観
覧
、
並
び
に
大
聖
寺
を
御
訪
問
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
の
、
国
旗
小
旗

配
布
の
ご
奉
仕
で
あ
る
。
聞
け
ば
四
年
ぶ
り
の
御
奉
送
迎
団
結
成
と
の
こ
と
。
間
に
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
と
は

い
え
、
そ
れ
ほ
ど
時
が
経
っ
た
の
か
と
、
今
更
な
が
ら
に
禍
を
恨
む
。

　
た
だ
、
禍
以
前
と
変
わ
ら
ず
に
ご
参
加
さ
れ
た
、
各
団
体
か
ら
の
大
勢
の
諸
氏
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
大
変
幸
せ
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
小
職
の
帰
属
す
る
氏
子
青
年

連
合
会
か
ら
も
、
各
所
に
て
、
従
前
同
様
に
多
数
ご
参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
殊
更
有
難
く
、
ま
た
頼
も
し

く
思
え
た
。

　
も
と
よ
り
、
い
ず
れ
の
場
所
で
の
御
奉
送
迎
も
悦
ば
し
い
ご
奉
仕
で
あ
る
が
、
個
人
的
に
は
大
宮
御
所
で
の

同
ご
奉
仕
は
、
静
謐
な
空
間
と
も
相
ま
っ
て
、
殊
の
外
、
御
尊
顔
を
拝
し
た
後
の
感
動
と
清
々
し
さ
は
格
別
だ

と
感
じ
る
。
次
の
折
に
は
、
特
に
奉
送
迎
団
未
経
験
の
後
輩
氏
青
各
位
に
ぜ
ひ
お
勧
め
し
た
い
。


